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都
心
居
住
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
持
続
的
に
都
市
の
活
力

と
モ
ラ
ル
を
生
み
出
し
支
え
る
、
都
心
居
住
文
化
の
創
造
に
つ
い

て
、
大
阪
・
上
町
台
地
一
帯
に
お
け
る
胎
動
を
追
い
な
が
ら
、
今

後
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
方
策
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
図

で
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。�

　
前
回
、
第
一
話
で
は
、
大
阪
市
の
居
住
動
向
を
、
人
口
・
住
宅

統
計
か
ら
簡
単
に
概
観
し
、
そ
の
特
徴
と
課
題
を
大
ま
か
に
捉
え

た
う
え
で
、
課
題
解
決
に
向
け
て
あ
る
種
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る

会
」
の
誕
生
の
経
緯
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
た
。�

　
前
回
ふ
れ
た
と
お
り
、
同
会
は
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
と
密
接
に

関
わ
り
な
が
ら
生
ま
れ
て
き
た
　
市
民
の
知
　
と
も
い
う
べ
き
諸
資

源
を
、
上
町
台
地
と
い
う
独
特
の
場
所
性
に
立
脚
し
な
が
ら
結
び

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
力
あ
る
知
へ
と
育
て
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を
共
有
す
る
、
複
数
の
活
動
団

体
・
拠
点
地
域
の
関
係
者
や
大
学
の
研
究
者
等
（
メ
ン
バ
ー
は
前
号
で

紹
介
、
筆
者
も
一
員
）
が
集
ま
っ
て
動
き
始
め
た
組
織
で
あ
る
。
何
よ

り
も
、
大
阪
・
上
町
台
地
か
ら
本
質
的
な
都
市
再
生
、
都
心
居
住
文

化
創
造
の
真
価
を
問
う
て
い
き
た
い
と
の
思
い
が
、
原
点
に
あ
る
。�

　
地
域
と
生
活
の
関
係
を
問
い
直
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
背
景
に
は
、

高
度
経
済
成
長
期
を
ピ
ー
ク
に
、
極
端
に
進
行
し
た
都
市
の
膨
張

と
都
心
の
空
洞
化
、
工
業
化
の
急
激
な
進
展
等
々
、
さ
ら
に
は
家

族
の
あ
り
方
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
こ
れ
ら
が
相
互
に
絡

み
合
っ
て
引
き
起
こ
し
た
、
地
域
社
会
と
生
活
の
乖
離
を
め
ぐ
る

諸
々
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。�

　
例
え
ば
、
多
世
代
間
の
価
値
観
の
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
断
絶
、
生
命
の
連
続
性
に
関
す
る
感
受
性
や
想
像
力
の
欠
如

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
上
の
亀
裂
が
あ
ち
こ
ち
で
露
に
な

り
、
固
有
の
場
や
存
在
に
関
わ
る
意
味
の
連
続
性
を
細
か
く
断
ち

切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
結
果
、
そ
こ
に
生
き
る
リ
ア
リ
テ
ィ
が

疎
外
さ
れ
、
深
刻
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
や
孤
立
、

あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
問
題
解
決
力
の
衰
退
な
ど
、
社
会
と
の

関
係
不
全
を
、
個
々
人
の
中
に
も
、
地
域
の
中
に
も
、
引
き
起
こ

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
　�
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台
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史
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こ
う
し
た
関
係
不
全
を
克
服
し
て
い
く
手
が
か
り
・
足
が
か
り

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
世
代
や
立
場
を
超
え
て
多
く
の

人
々
の
多
種
多
様
な
関
わ
り
を
可
能
と
す
る
、
受
容
力
に
富
ん
だ

自
然
の
循
環
や
、
歴
史
・
文
化
の
連
続
性
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
い
う
自
然
の
循
環
と
は
都
市

で
も
感
受
で
き
る
身
近
な
光
や
風
や
水
や
緑
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
、
歴
史
・
文
化
と
は
当
然
な
が
ら
明
る
く
都
合
の
よ
い
出
来

事
ば
か
り
で
な
く
、
苦
し
み
や
悲
し
み
や
痛
み
を
と
も
な
う
出
来

事
を
含
む
も
の
で
あ
る
。�

　
さ
て
、
そ
こ
で
連
載
第
二
回
目
の
今
回
は
、
こ
の
秋
、
上
町
台

地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
が
開
催
し
た
、
ま
ち
の
学
校
・
上
町
四

方
山
話
シ
リ
ー
ズ
１
「
て
ら
ま
ち
極
楽
ス
ト
ー
リ
ー
」
で
提
起
さ
れ

た
論
点
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
都
心
居
住
の
あ
り
姿
を

展
望
す
る
う
え
で
、
歴
史
・
文
化
の
連
続
性
に
向
き
合
う
本
質
的

な
意
味
と
は
何
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
い
っ
た
い
何
が
見
え
て
く
る

の
か
を
探
っ
て
い
き
た
い
。�

���

　
前
号
で
も
簡
単
に
ふ
れ
た
が
、
上
町
台
地
は
古
代
大
阪
の
水
際

線
だ
っ
た
。
西
に
広
が
る
海
を
介
し
て
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す

る
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
窓

口
と
し
て
歴
史
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
大
阪
湾

上
に
延
び
る
水
際
の
地
形
の
特
性
が
、
数
々
の
文
化
資
源
を
涵
養

し
て
き
た
。
台
地
に
沿
っ
て
、
四
天
王
寺
や
難
波
宮
は
も
ち
ろ
ん
、

宗
教
・
政
治
・
文
化
等
々
多
く
の
施
設
や
遺
構
が
点
在
す
る
さ
ま

は
、
水
際
が
育
む
創
造
力
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。�

　
海
辺
は
長
く
人
々
の
心
の
中
で
、
生
命
の
源
、
カ
オ
ス
、
異
界
・

常
世
と
し
て
の
海
の
入
り
口
、
境
界
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。

富
や
豊
饒
を
運
び
寄
せ
る
場
で
あ
り
、
未
知
の
文
化
を
運
び
寄
せ

る
場
で
あ
り
、
死
と
再
生
を
巡
る
信
仰
や
物
語
の
舞
台
で
も
あ
っ

2004年11月に開催された�
「てらまち極楽ストーリー」のチラシ�
（主催：上町台地からまちを考える会、共催：應典院寺町倶楽部）�

上町台地の崖線に沿って、�
斜面林を背後に並ぶ下寺町の景観�

上
町
台
地
の
原
風
景
を
抱
く
・
寺
町�



73 CEL Dec.  2004

な
意
味
と
は
何
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
い
っ
た
い
何
が
見
え
て
く
る

の
か
を
探
っ
て
い
き
た
い
。�

富
や
豊
饒
を
運
び
寄
せ
る
場
で
あ
り
、
未
知
の
文
化
を
運
び
寄
せ

る
場
で
あ
り
、
死
と
再
生
を
巡
る
信
仰
や
物
語
の
舞
台
で
も
あ
っ

た
。
時
が
下
り
、
水
際
線
が
遥
か
に
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
て
も
な
お
、

水
際
線
特
有
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
台
地
の
懐
深
く
に
宿
し
、
や
が

て
こ
の
地
の
一
角
に
寺
町
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。�

　
鳴
海
邦
碩
氏
・
橋
爪
紳
也
氏
編
著
『
大
阪
の
空
間
文
化 

商
都
の

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
九
〇
年
）
で
「
高
台

の
寺
町
」
に
つ
い
て
執
筆
し
た
山
村
康
之
氏
は
、
寺
町
の
履
歴
を
４

期
に
分
け
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
部
分
を

引
用
す
る
。�

　�

◎
第
１
期
（
古
代
）
― 

四
天
王
寺
と
そ
の
末
寺
の
形
成�

　
５
８
７
年
の
こ
と
、
国
家
鎮
護
を
ね
が
う
聖
徳
太
子
の
手

に
よ
っ
て
、
仏
教
布
教
の
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
同
時
に
軍

事
的
な
拠
点
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
四
天
王
寺
が
開
創
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
６
４
５
年
に
は
、
上
町
台
地
上
の
難
波
長

柄
豊
崎
宮
に
都
が
置
か
れ
、
四
天
王
寺
周
辺
で
も
、
伽
藍
を

中
心
と
し
て
街
が
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
難
波
京
が
廃
さ

れ
た
の
ち
、
都
が
京
へ
遷
さ
れ
た
た
め
、
上
町
台
地
一
帯
は

四
天
王
寺
や
そ
の
末
寺
を
残
し
て
す
べ
て
田
園
へ
と
帰
し
た
。�

◎
第
２
期
（
中
世
）
― 

浄
土
思
想
の
聖
地
へ�

　
中
世
に
お
い
て
浄
土
思
想
が
興
隆
し
、
夕
陽
丘
は
西
方
浄

土
を
礼
拝
す
る
宗
教
的
聖
地
と
な
り
、
皇
族
や
公
家
が
こ
の

地
を
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
信
仰
も
盛

ん
と
な
っ
て
、
伶
人
町
な
ど
四
天
王
寺
の
門
前
が
栄
え
た
と

い
う
。�

◎
第
３
期
（
江
戸
時
代
初
期
）
― 

寺
町
の
建
設�

　
大
阪
夏
の
陣
の
後
、
初
代
の
大
阪
城
主
と
な
っ
た
松
平
忠

明
は
、
秀
吉
の
築
い
た
大
阪
市
街
地
の
整
理
・
再
編
事
業
を

行
っ
た
。
こ
の
時
、
一
向
宗
を
除
く
市
内
の
各
寺
院
を
天
満
、

小
橋
、
東
西
高
津
の
各
村
に
整
理
・
統
合
し
、
寺
町
を
建
設

し
た
。
こ
れ
が
今
日
夕
陽
丘
の
寺
町
の
起
こ
り
と
な
っ
て
い

る
。
有
事
の
際
の
軍
事
的
利
用
が
目
的
で
あ
る
と
か
、
将
来

の
大
阪
の
市
街
地
の
拡
張
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

配
慮
し
た
た
め
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

寺
町
の
建
設
が
、
夕
陽
丘
の
今
日
の
空
間
構
成
の

基
盤
を
形
成
し
た
と
い
え
る
。�

◎
第
４
期
（
江
戸
時
代
中
期
以
降
）
― 

名
所
性
の
付
与�

　
江
戸
期
も
す
す
む
と
、
庶
民
文
化
の
成
熟
に
つ

れ
て
、
寺
社
詣
で
や
梅
や
桃
、
桜
の
花
の
名
所
と
し

て
多
く
の
人
び
と
が
遊
山
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
四
天
王
寺
の
門
前
町
や
、
愛
染
坂
の
あ
た
り

に
は
遊
郭
・
料
亭
な
ど
が
立
ち
並
び
、
夕
陽
丘
一

帯
は
大
阪
近
郊
の
一
大
レ
ジ
ャ
ー
空
間
と
し
て
賑

わ
っ
た
。
夕
陽
丘
は
、
庶
民
に
と
っ
て
は
社
寺
と

い
う
宗
教
的
異
界
性
と
、
台
地
の
上
と
い
う
空
間

的
異
界
性
を
合
わ
せ
持
つ
地
域
で
あ
っ
た
。
人
び

と
は
精
進
落
と
し
と
称
し
て
、
門
前
の
異
界
に
集

ま
っ
た
の
で
あ
る
。�

　�　
そ
の
後
、
近
代
の
初
頭
に
は
近
世
同
様
都
市
の
周
縁

部
に
位
置
し
て
い
た
寺
町
だ
が
、
や
が
て
都
市
の
膨
張

と
戦
災
及
び
戦
災
復
興
の
区
画
整
理
や
谷
町
筋
等
の
大

規
模
な
道
路
建
設
等
と
と
も
に
、
ま
ち
は
市
街
化
の
波

に
飲
ま
れ
て
い
く
。�

　
そ
れ
で
も
、
今
な
お
寺
々
は
そ
の
命
脈
を
保
ち
、
上

町
台
地
の
崖
際
・
崖
下
に
並
ぶ
寺
地
が
、
崖
際
の
開
発

の
防
波
堤
と
な
り
、
斜
面
に
息
づ
く
貴
重
な
自
然
林
を

守
っ
て
き
た
。
と
同
時
に
、
居
並
ぶ
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ

ン
や
ホ
テ
ル
や
風
俗
店
と
と
も
に
、
寺
々
の
甍
が
連
な

る
特
異
な
景
観
を
も
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
の
混
沌
と

し
た
寺
町
で
、
二
一
世
紀
初
頭
の
今
、
開
催
さ
れ
た
の

が
、
ま
ち
の
学
校
・
上
町
四
方
山
話
シ
リ
ー
ズ
１
「
て
ら

ま
ち
極
楽
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。�

上町台地の眺望を愛でて立ち並んだ料亭の代表格「浮瀬（うかむせ）」には、�
多くの文人たちが集った（『摂津名所図絵』から）�

かつて料亭や泊茶屋が並んだ界隈には、�
今ファッションホテルやマンションが並ぶ�
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
・
代
表

理
事
の
秋
田
光
彦
氏
（
大
蓮
寺
住
職
・
應
典
院
主
幹
）
が
企
画
。
同

会
主
催
・
應
典
院
寺
町
倶
楽
部
が
共
催
で
、
運
営
に
関
し
て
は
應

典
院
ス
タ
ッ
フ
及
び
各
回
に
登
場
い
た
だ
い
た
寺
町
関
係
者
の
全

面
的
な
協
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
回
連
続
の
構
成

で
、
天
王
寺
区
下
寺
町
の
心
光
寺
・
大
覚
寺
・
應
典
院
と
そ
の
南

（
天
王
寺
区
逢
坂
）
に
位
置
す
る
一
心
寺
を
舞
台
に
、
寺
町
な
ら
で

は
の
趣
向
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
た
。�

　
第
１
話
（
11
月
６
日
）
は
、
寺
町
・
い
に
し
え
編
「
極
楽
も
の
し

り
学
入
門
」
。
寺
町
の
最
長
老
（
大
正
二
年
生
ま
れ
）
の
心
光
寺
住

職
・
山
名
雄
光
氏
が
、
先
代
住
職
が
自
ら
設
計
・
施
工
し
た
、
当

時
と
し
て
は
極
め
て
珍
し
い
ド
ー
ム
型
の
洋
風
本
堂
（
国
の
登
録
文

化
財
）
の
見
所
や
建
築
秘
話
、
大
阪
市
指
定
重
要
文
化
財
の
十
一
面

観
音
の
紹
介
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
歴
史
に
ま
つ
わ
る
豊
富
な
知

見
と
見
聞
を
も
と
に
、
熊
野
詣
の
参
詣
道
と
し
て
の
上
町
台
地
の

意
味
を
紐
解
き
、
寺
町
の
来
歴
、
夕
陽
丘
や
台
地
の
上
下
を
結
ぶ

天
王
寺
七
坂
の
魅
力
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
料
亭
の
数
々
と
文
人
墨

客
や
物
語
の
足
跡
ま
で
、
文
字
通
り
時
空
を
超
え
た
語
り
を
繰
り

広
げ
た
。�

　
第
２
話
（
11
月
13
日
）
は
、
寺
町
・
現
代
編
「
極
楽
の
ま
ち
づ
く

り
」。
一
心
寺
長
老
で
建
築
家
で
あ
る
高
口
恭
行
氏
が
、
同
氏
を
中

心
に
作
成
・
公
表
し
た
「
茶
臼
山
・
夕
陽
丘
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
構
想
」

（
一
九
九
七
年
に
提
言
と
し
て
発
表
）
を
ベ
ー
ス
に
、
世
界
に
稀
な

る
寺
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
沈
む
夕
陽
に
極
楽
浄
土
を
想
念
す

る
、
日
想
観
に
代
表
さ
れ
る
信
仰
の
地
と
し
て
の
系
譜
を
物
語
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
価
値
を
再
評
価
し
活
か
し
て
い
く
必
要
性
を
、

歴
史
の
壮
大
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
で
説
き
、
身
近
な
街
路

景
観
の
改
善
か
ら
歴
史
の
散
歩
道
セ
ン
タ
ー
計
画
ま
で
、
具
体
的

な
提
案
の
数
々
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
寺
の
三
千
仏
堂
地
下

に
開
設
さ
れ
た
一
心
寺
シ
ア
タ
ー
「
倶
楽
」（
劇
場
）
の
由
来
や
、

な
に
わ
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
な
ど
、
寺
町
に
新
た

な
文
化
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
巻
き
起
こ
し
て
き
た
所
以
、
寺
町
な
ら

で
は
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
対
す
る
熱
い

思
い
が
語
ら
れ
た
。�

　
第
３
話
（
11
月
19
日
）
は
、
寺
町
・
ア
ー
ト
編
「
極
楽
・
声
と
音
の

ア
ー
ト
」
。
下
寺
町
の
若
手
僧
侶
の
会
「
三
帰
会
」
の
面
々
に
よ
っ

て
、
江
戸
時
代
文
化
年
間
の
名
建
築
で
あ
る
大
覚
寺
本
堂
で
、
多

彩
な
楽
器
や
経
文
、
色
と
り
ど
り
の
法
衣
に
彩
ら
れ
る
荘
厳
な
仏

教
儀
式
が
披
露
さ
れ
た
。
詩
人
・
上
田
假
奈
代
氏
に
よ
る
詩
の
朗

「てらまち極楽ストーリー」�
第１話の会場となった心光寺。�
先代の住職自らが設計・施工�
した本堂（国の登録文化財）�

天王寺七坂のひとつ「口縄坂」。�
織田作之助の『木の都』でも、�
懐かしく回想される原風景のひとつ�

寺
町
に
生
き
る
当
事
者
か
ら
の
発
信�
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歴
史
の
壮
大
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
で
説
き
、
身
近
な
街
路

景
観
の
改
善
か
ら
歴
史
の
散
歩
道
セ
ン
タ
ー
計
画
ま
で
、
具
体
的

彩
な
楽
器
や
経
文
、
色
と
り
ど
り
の
法
衣
に
彩
ら
れ
る
荘
厳
な
仏

教
儀
式
が
披
露
さ
れ
た
。
詩
人
・
上
田
假
奈
代
氏
に
よ
る
詩
の
朗

読
と
読
経
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ま
ち
の
遠
い
記
憶
の
裂
け

目
に
染
み
入
る
よ
う
な
音
色
を
醸
し
出
し
た
。
都
心
の
喧
騒
の
只

中
、
土
塀
と
門
の
向
こ
う
で
静
か
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
独
特
の

宗
教
文
化
と
そ
の
担
い
手
た
る
若
き
僧
侶
た
ち
。
市
民
と
の
新
鮮

な
出
会
い
の
場
と
な
っ
た
。�

　
そ
し
て
、
最
終
回
の
第
４
話
（
11
月
23
日
）
は
、
寺
町
・
ま
ち
暮

ら
し
編
「
極
楽
タ
ウ
ン
私
た
ち
の
寺
町
に
つ
い
て
語
ろ
う
」
。
劇
場

型
寺
院
・
應
典
院
の
本
堂
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
地
理
学
を
専
門
と
す

る
加
藤
政
洋
氏
（
流
通
科
学
大
学
助
教
授
）
が
「
死
者
と
と
も
に
あ

る
街
〜
下
寺
町
の
空
間
誌
」
を
テ
ー
マ
に
、
下
寺
町
の
コ
ス
モ
ロ
ジ

ー
を
読
み
解
き
、
未
来
へ
の
示
唆
へ
と
言
及
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
後
半
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
私
た
ち
の
寺
町
に
つ
い
て

語
ろ
う
」
と
い
う
設
定
で
、
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
の
理

事
、
渥
美
公
秀
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
助
教
授
）・
宋
悟
氏
（
コ
リ
ア

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）
・
秋
田
光
彦
氏
（
大
蓮
寺
住
職
・
應

典
院
主
幹
）・
高
田
光
雄
氏
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）が
加
わ
り
、

同
会
の
事
務
局
長
、
山
口
洋
典
氏
（
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
研

究
主
幹
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
下
寺
町
と
い
う
固
有
の
場
所

と
歴
史
に
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
他
者
た
ち
が
ど
う
関
わ
り
得
る
の

か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、
何
が
展
望
で
き
る
の
か
、

加
藤
氏
の
言
説
に
触
発
さ
れ
て
、
刺
激
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。�

���

　
さ
て
、
核
心
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、
同
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
動
機

に
つ
い
て
、
企
画
者
の
秋
田
氏
の
言
を
紹
介
し
て
お
こ
う
（
同
イ
ベ

ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
秋
田
氏
が
執
筆
し
た
文
章
を
以
下
に
引
用
）。�

�

　
上
町
台
地
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
阪
の
都
心
に
お
け
る

歴
史
・
文
化
資
源
の
舞
台
で
す
。
同
時
に
人
々
の
生
活
や
暮

ら
し
が
混
ざ
り
合
い
、
大
阪
で
は
珍
し
い
文
化
的
居
住
空
間

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
た
だ
歴
史
・
伝
統
が
都
心
に
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
価
値
が
十
分
に
人
々

に
理
解
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
売
り
文
句
程
度
の
お
飾
り
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
歴
史
や
伝
統
を
保

護
す
る
ば
か
り
で
、
そ
れ
が
都
心
生
活
・
居

住
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
も
の

な
の
か
、
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
む
ろ
ん
こ
れ
ま
で
も
上
町
台
地
の
歴
史
を

物
語
る
試
み
は
、
多
く
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

外
来
者
を
案
内
す
る
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

大
勢
養
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
通
過

し
て
い
く
観
光
客
と
異
な
り
、
こ
こ
に
暮
ら

し
、
こ
こ
に
生
き
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
歴

史
・
伝
統
に
は
観
光
資
源
で
あ
る
以
上
の
価

値
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ

そ
都
市
が
蓄
積
し
て
き
た
長
大
な
時
間
が
現

代
に
結
ば
れ
る
普
遍
の
発
見
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
都
市
の
系
譜
あ
る
い
は

記
憶
と
い
っ
た
も
の
に
気
づ
く
時
、
私
た
ち

は
身
近
な
家
族
や
地
域
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
か
た
に
改
め
て
関
心
を
払
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た

普
遍
に
共
感
す
る
、
新
た
な
外
来
者
（
移
住

者
、
観
光
者
、
学
習
者
、
活
動
者
な
ど
）
を

招
き
入
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
び
は
、
上
町
台
地
の
ひ
と
つ
の
歴

史
資
源
で
あ
る
下
寺
町
を
取
り
上
げ
、
そ
こ

に
生
き
る
僧
侶
た
ち
の
生
の
声
を
通
し
て
、
�

「てらまち極楽ストーリー」第３話の会場となった大覚寺。�
文化10年（1813）に再建された本堂は見事な建築彫刻を今に伝えている�

「てらまち極楽ストーリー」第２話の会場となった一心寺・三千仏堂。建築家�
でもある、同寺の高口恭行長老が設計。地下に一心寺シアター「倶楽」がある�
�

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ�

寺
町
か
ら
都
市
へ
投
げ
か
け
る
視
線�
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都
市
と
歴
史
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
貴
重
な
歴
史
資
源
を
ど
の
よ
う
に
社
会
に
開
き
、

つ
な
い
で
い
く
の
か
、
市
民
と
の
積
極
的
な
議
論
を
巻
き
起

こ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

　
歴
史
・
文
化
の
連
続
性
に
向
き
合
う
本
質
的
な
意
味
と
は
何
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
い
っ
た
い
何
が
見
え
て
く
る
の
か
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
ま
さ
に
そ
の
問
い
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
上
記
の
趣
旨
文
を
通
し
て
、
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。�

　
な
か
で
も
、
同
イ
ベ
ン
ト
の
最
終
回
・
第
４
話
に
お
け
る
、
加

藤
政
洋
氏
の
講
演
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
問
い
の
奥
へ

と
鋭
く
踏
み
込
ん
で
い
く
内
容
と
な
っ
た
。
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ

の
断
片
を
紹
介
し
な
が
ら
、
冒
頭
に
設
定
し
た
問
い
に
対
す
る
答

え
を
探
っ
て
み
た
い
。�

���

　
加
藤
氏
は
、「
下
寺
町
の
空
間
誌
―
素
描
―
」
を
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
、

近
世
に
は
都
市
の
周
縁
と
し
て
空
間
的
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た

寺
町
が
、
近
代
の
都
市
化
に
よ
っ
て
周
縁
か
ら
都
心
周
辺
へ
と
空

間
的
位
相
の
転
換
を
経
験
し
た
点
に
着
目
。
な
か
で
も
、
都
市
化

を
象
徴
す
る
建
造
環
境
の
一
つ
と
し
て
、
巨
大
な
道
路
に
よ
る
景

観
・
風
景
の
切
断
を
上
げ
て
い
る
。
本
来
場
と
場
を
結
び
つ
け
る

メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
街
路
が
、
巨
大
な
構
築
物
と
し
て
ま
ち
を
貫

き
、
社
会
的
断
層
・
亀
裂
を
生
み
出
し
、
外
部
と
の
交
流
の
困
難

性
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。�

　
続
い
て
、
寺
町
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
考
―
共
同
体
か
ら
共

移
体
＝
共
異
体
へ
―
」
に
視
線
を
移
し
、
今
、
都
市
を
考
え
る
上
で

最
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
、
近
代
・
ポ
ス
ト
近
代
に
お
け

る
日
常
的
な
移
動
性
の
強
度
と
、
移
動
の
時
代
に
お
け
る
場
所
の

あ
り
方
に
言
及
す
る
。
移
動
を
前
提
と
し
た
社
会
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
自
を
持
つ
人
々
、
そ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た

こ
と
を
前
提
と
し
な
い
地
域
社
会
が
誕
生
し
て
お
り
、

同
質
性
か
ら
異
他
性
へ
、
つ
ま
り
共
同
体
で
は
な

く
む
し
ろ
共
移
体
＝
共
異
体
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
希
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
と

し
て
の
、
共
移
体
＝
共
異
体
の
場
の
あ
り
方
、
開

か
れ
た
場
所
感
覚
の
必
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
く
。�

　
下
寺
町
の
空
間
誌
と
、
現
代
社
会
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
考
を
経
て
、
加
藤
氏
の
論
は
「
混
在

郷
と
し
て
の
下
寺
町
―
社
会
を
構
想
す
る
街
へ
―
」

と
展
開
す
る
。
他
者
と
し
て
の
死
者
、
無
数
の
他
者

た
ち
の
痕
跡
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
場
が
下
寺
町
で
あ

る
こ
と
。
耳
を
傾
け
る
こ
と
、
想
像
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
し
か
成
立
し
な
い
死
者（
他
者
）の
人
生
を
想
像

す
る
こ
と
、
死
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不

可
能
性
こ
そ
が
、
実
は
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
開
き
得
る
こ
と
。
混
在
郷
と
し
て
の
下
寺
町

に
一
つ
の
光
を
見
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
他
者
に
寄
り
添
う
こ

と
、
他
者
の
置
か
れ
て
い
る
空
間
的
・
社
会
的
位
置
を
想
像
す
る

こ
と
、
痛
み
や
喜
び
の
分
有
を
可
能
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
。�

　
講
演
の
最
後
に
、
加
藤
氏
は
、
Ｍ
・
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
「
ヘ
テ
ロ

ト
ピ
ア
」
の
概
念
を
引
用
し
、
ど
れ
だ
け
夢
見
て
も
実
現
で
き
な
い

ユ
ー
ト
ピ
ア
に
対
し
て
、
社
会
の
中
に
必
ず
存
在
し
な
が
ら
通
常

の
社
会
通
念
の
通
用
し
な
い
空
間
の
役
割
に
ふ
れ
た
。
社
会
の
前

提
そ
の
も
の
を
覆
す
空
間
と
し
て
の
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア
が
映
し
出
す

未
来
を
、
自
己
を
映
し
出
す
「
鏡
」
の
世
界
に
例
え
て
。
ヘ
テ
ロ
ト

ピ
ア
と
し
て
の
下
寺
町
の
可
能
性
の
表
出
で
あ
る
。�

　
他
者
に
寄
り
添
う
想
像
力
、
自
分
を
問
い
直
す
視
点
を
与
え
て

く
れ
る
場
、
現
代
社
会
を
照
射
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
へ
。
プ
ラ

「てらまち極楽ストーリー」第４話の会場となった應典院。�
下寺町の北端に位置し、劇場型寺院として活動を展開している�

ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア
が
映
し
出
す
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン�
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る
日
常
的
な
移
動
性
の
強
度
と
、
移
動
の
時
代
に
お
け
る
場
所
の

あ
り
方
に
言
及
す
る
。
移
動
を
前
提
と
し
た
社
会
で
は
、
さ
ま
ざ

　
他
者
に
寄
り
添
う
想
像
力
、
自
分
を
問
い
直
す
視
点
を
与
え
て

く
れ
る
場
、
現
代
社
会
を
照
射
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
へ
。
プ
ラ

ン
さ
れ
る
ま
ち
で
は
な
く
、
社
会
構
想
す
る
ま
ち
へ
の
思
い
が
、

下
寺
町
に
像
を
結
ん
で
い
っ
た
。�

���

　
寺
町
の
外
に
身
を
置
く
者
、
他
者
と
し
て
の
加
藤
氏
が
下
寺
町

に
投
げ
か
け
た
鋭
い
眼
差
し
に
触
発
さ
れ
て
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
刺
激
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
飛
び
交
う
場
と
な
っ
た
。�

　
下
寺
町
の
寺
院
に
生
き
る
当
事
者
で
あ
り
、
同
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
者
で
あ
る
秋
田
氏
は
、
当
事
者
が
一
人
称
で
寺
町
を
語
る
必
要

性
に
端
を
発
し
、
「
他
者
か
ら
見
れ
ば
何
で
寺
町
な
の
か
…
」
と
い

う
違
和
感
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
企
画
の
原
点
で
あ
る
と
明

か
し
た
。�

　
そ
し
て
、
地
域
・
社
会
と
寺
と
の
関
係
が
乏
し
い
日
本
の
現
状

を
振
り
返
り
、
今
後
日
本
社
会
が
直
面
し
て
い
く
多
死
社
会
を
は

じ
め
、
人
々
の
心
を
め
ぐ
る
深
刻
な
課
題
に
、
寺
は
地
域
・
社
会

の
一
セ
ク
タ
ー
と
し
て
ど
う
向
き
合
い
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
べ
き
か
。
欲
望
を
掻
き
立
て
る
こ
と
で
成
り
立
つ
社
会
に

対
し
て
、
喪
失
を
基
点
に
次
の
世
代
に
何
か
を
届
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
重
要
な
の
は
、
歴
史
の
蓄
積
の
量
や
古

さ
で
は
な
く
、
関
わ
り
の
あ
り
方
で
あ
り
、
そ
こ
に
市
民
が
参
加
・

協
働
す
る
仕
組
み
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
が
課
題
な
の
だ
と
。�

　
渥
美
氏
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
中
越
大
震
災
の
被
災
地
で

の
支
援
活
動
経
験
か
ら
、
他
者
に
寄
り
添
う
こ
と
の
意
味
を
紐
解

い
た
。
被
災
地
の
破
壊
さ
れ
た
風
景
や
生
活
に
触
れ
、
空
間
に
時

間
が
加
わ
っ
て
は
じ
め
て
場
所
が
生
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
仮
に
破

壊
さ
れ
た
空
間
の
復
興
は
で
き
た
と
し
て
も
、
時
間
の
復
興
は
で

き
る
の
か
と
の
問
題
を
提
起
。
そ
こ
で
他
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る

と
い
う
行
為
は
、
他
者
の
生
き
ら
れ
た
時
間
を
い
か
に
回
復
す
る

か
と
い
う
行
為
に
他
な
ら
な
い
と
説
き
、
こ
う
し
た
思
い
や
行
為

「
下

江戸時代には大坂の周縁部に位置した寺町だが、近代以降の市街の�
拡張を経て、今都心を縦横に貫く道路に分断されながら姿を留めている�
（西代官山クラブ「上町台地をあそぼう！」マップから）�
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現
代
と
関
係
を
取
り
持
つ
歴
史
・
伝
統
と
は�
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を
誘
発
す
る
場
所
が
都
心
で
は
と
り
わ
け
減
少
し
て
い
る
状
況
下

で
の
、
寺
町
へ
の
期
待
を
示
し
た
。�

　
ま
た
、
宋
氏
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
と
し
て
、
複
数
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
、
自
身
が
置
か
れ
た
立
場
か
ら
、

歴
史
・
伝
統
・
文
化
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
す
る
率
直
な
違
和

感
を
皮
切
り
に
、
既
存
の
伝
統
文
化
が
批
判
さ
れ
再
構
築
さ
れ
る

プ
ロ
セ
ス
か
ら
、
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
る
と
い
う
視
点
に
立
っ

て
、
現
代
の
暮
ら
し
と
関
係
を
取
り
結
べ
な
い
歴
史
や
伝
統
は
市

民
・
社
会
の
関
心
を
生
み
得
な
い
と
指
摘
。
事
態
を
前
に
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
新
し
い
風
を
外
か
ら
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
境
界
を
ず
ら
し
、
相
互
に
乗
り
入
れ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
き
れ
い
す
ぎ
る
話
に
終
始
し

て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
声
に
対
し

て
応
答
責
任
を
持
つ
誠
実
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
付
け

加
え
た
。�

　
加
藤
氏
も
ま
た
、
三
者
の
声
を
受
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

合
意
形
成
や
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
歴
史
的
過
程
で
消
さ
れ

た
も
の
の
存
在
へ
の
想
像
力
の
必
要
性
を
改
め
て
強
調
し
、
歴
史

的
・
地
理
的
文
脈
か
ら
切
り
離
し
、
リ
ア
ル
な
時
間
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
時
間
の
商
品
化
（
断
片
的
な
空
間
化
）へ
の
批
判
を
加
え
た
。�

���

　
最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
口
氏
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

と
し
て
登
場
し
た
高
田
氏
の
一
言
を
借
り
な
が
ら
、
筆
者
の
雑
感

を
加
え
て
、
第
二
話
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。�

　
市
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
ま
ち
づ
く
り
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
は
、

地
域
・
社
会
が
直
面
し
て
い
る
緊
急
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
危
機
感
を
動
機
と
す

る
活
動
展
開
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
緊
急
の
課
題
が
顕
在
化
し
に

く
い
ま
ち
で
は
、
ま
ち
の
あ
り
様
に
つ
い
て
市
民
が
主
体
的
に
関

わ
る
場
が
形
成
さ
れ
に
く
い
。
徐
々
に
地
域
の
力
が
減
退
し
て
い

く
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
実
態
に
詳
し
い
山
口
氏
は

こ
の
点
に
ふ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
は
、
従
来
の
緊

急
度
・
重
要
度
の
高
い
領
域
か
ら
、
む
し
ろ
今
回
の
テ
ー
マ
で
も

あ
る
、
歴
史
・
文
化
と
の
関
わ
り
を
は
じ
め
、
日
常
の
中
で
緊
急

度
は
低
い
な
が
ら
、
長
い
目
で
見
た
際
に
重
要
性
を
孕
む
課
題
に

こ
そ
、
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
、
川

北
秀
人
氏
の
説
を
引
き
な
が
ら
問
い
か
け
た
。
日
常
の
物
語
と
し

て
「
私
た
ち
の
寺
町
」
と
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
地
域

が
失
わ
れ
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。�

　
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
者
で
あ
る
高
田
氏
は
、
ま
ち
の

問
題
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
異
な
る
価
値
観
の
対
立
を
乗
り
越
え
る

こ
と
で
あ
り
、
緊
急
課
題
を
入
り
口
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
多
く

が
利
害
調
整
で
挫
折
す
る
と
指
摘
。
そ
し
て
、
実
は
歴
史
や
文
化

こ
そ
、
そ
も
そ
も
矛
盾
の
塊
で
あ
り
、
矛
盾
の
蓄
積
に
気
づ
く
こ

と
こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
で
歴
史
・
文
化
に
向
き
合
う
大
き

な
意
味
だ
と
説
く
。�

　
背
景
の
異
な
る
者
同
士
が
対
話
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

ま
ち
づ
く
り
の
究
極
の
課
題
に
向
き
合
う
方
法
を
考
え
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
が
、
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
の
使
命
で
あ
る

と
し
た
上
で
、
主
体
間
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
何
で
あ
る

か
を
考
え
、
そ
の
境
界
を
相
対
化
し
、
組
み
替
え
、
再
編
し
て
い
く

試
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
世
代
に
受
け
渡
す
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
だ
と
結
ん
だ
。�

　
寺
町
固
有
の
歴
史
・
文
化
に
向
き
合
う
こ
と
か
ら
、
他
者
の
存

在
が
引
き
出
さ
れ
、
共
移
体
＝
共
異
体
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
境
界
を
相
対
化
し
主
体
を
再
編
す
る
、
ま

ち
づ
く
り
の
普
遍
的
な
課
題
へ
。
徐
々
に
視
界
が
広
が
っ
て
い
く

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
確
か
に
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア
と
し
て
の
鏡
に
映
る

も
う
一
つ
の
世
界
に
ふ
れ
る
実
感
を
残
し
た
。�

（
大
阪
ガ
ス
　エ
ネ
ル
ギ
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・
文
化
研
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客
員
研
究
員
）�

第
二
話
の
終
わ
り
に�




